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「古文書の愉しみ」
伊能　秀明＊
平成21年ll月14日（土）
杉並区立中央図書館視聴覚ホール
司会　坂口雅樹（明治大学和泉図書館事務長）
　おはようございます。ただいまより平成21年度杉並区図書館ネットワー
ク企画事業講演会「古文書の愉しみ」を開会いたします。
　私は、明治大学和泉図書館事務長の坂口雅樹と申します。本日司会を務
めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いします。
　なお、本日の講演内容は、録音の上、2010年3月刊行予定の明治大学図
書館紀要『図書の譜』に掲載させていただきます。よろしくお願いします。
　それでは、初めに杉並区立中央図書館・末木栄次長よりご挨拶をいただ
きます。
挨拶　末木　栄（杉並区立中央図書館次長）
　皆様、おはようございます。中央図書館次長の末木と申します。
本日は足元の悪い中をお集まりいただきまして、どうもありがとうござい
ます。
　この講演会は、杉並区図書館ネットワーク会議で企画しておりますが、
本日は、このネットワーク会議のPRをさせていただきます。
＊いよく・ひであき／学術・社会連携部・中央図書館事務長
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　杉並区内には区立図書館と大学・短期大学の図書館がありまして、協定
を結んでおります。東から女子美術大学、東京立正短期大学、明治大学、
高千穂大学、南に行きまして立教女学院短期大学で、5つの大学・短期大
学の図書館と区立図書館とでお互いに協力する協定を結び、大学図書館を
区民の皆さんに開放していただくとともに、講演会や情報リテラシー講座
なども開催しております。きょうも、各大学職員の皆さんにはスタッフと
してお手伝いいただいております。また、講演会は、毎年担当制の形で、
順番で各大学の先生方にお願いしたりという状況になっております。
　このような形で区立図書館は、区内の大学・短期大学図書館と連携して、
地域に根差して、区民の皆さんにさまざまなサービスを提供している状況
です。
　それでは、きょうはお楽しみください。よろしくお願いいたします。
司会
　それでは、本日ご講演いただく講師を紹介します。
　明治大学中央図書館事務長の伊能秀明先生です。先生は、これまで明治
大学博物館事務長として、そして2009年4月から駿河台の中央図書館事
務長として活躍しておられます。先生は、法制史の研究者でもあります。
それでは、よろしくお願いします。
1　「古文書の愉しみ」一はじめに一
　　　　　　　　　　　　　　　伊能秀明（明治大学中央図書館事務長）
　ご紹介賜りました明治大学の伊能秀明と申します。どうぞよろしくお願
いいたします。
　まず講演会の準備でレジュメの印刷やポスターの作成など、関係者の皆
様に大変お手数をかけました。はじめにお礼を申し上げたいと思います。
それからご来場の皆様にも、雨の中をお出かけくださいましたことに厚く
お礼を申し上げたいと思います。
　早速、「古文書（こもんじょ）の愉しみ」という演題で話をさせていた
だきます。
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　文書は、一般に甲から乙に対して、意思を示して交付するものです。な
ぜ「ぶんしょ」と読まないで、「もんじょ」なのでしょうか。
　現在、効力があるものについては、例えば公文書（こうぶんしょ）のよ
うに「ぶんしょ」と呼びます。しかし、すでに効力を失い、はるか昔にそ
の目的が失われたものについては、「もんじょ」と読みます。
　ちなみに「もん」は呉音で、古いものについては、呉音で読むという慣
わしがあります。そして歴史的・文化財的な価値、あるいは稀少性が高い
ということを示すために、「古い」という文字をつけて「古文書（こもん
じょ）」と呼びます。
　今回は、「古文書の愉しみ」を理解していただくことがねらいですから、
古文書での筆法や筆順の連綿について詳しく触れるよりも、むしろ古文書
を音読することを中心とします。
　そして古文書にどんな情報が託されているのか、読み解くことに致しま
す。これこそ、古文書を学ぶ醍醐味であり、古文書を読む愉しさ、面白さ
を味わう近道だからです。
　かぎられた時間の中ですが、ご一緒に古文書の解読に挑戦して参りま
しょう。
2　慶安事件の首謀者油井正雪の逮捕を命じた「江戸幕府老中
　　連署奉書」
　　　　　　　慶安4年（1651）7月　明治大学博物館蔵「内藤家文書」
　江戸幕府の老中が、将軍の命令を受けて下達する文書を老中奉書と言い
ます。3代将軍徳川家光が死去した後、7月に幕府の転覆を企てた「由井
正雪の乱」、別名「慶安事件」が起きました。
　この文書は、首謀者の一人油井正雪（1605～51）の逮捕を命じた老中
奉書です。末尾に署名した3名が月番の老中であり、3人目が「智恵伊豆
（知恵出づ）」と評された松平伊豆守信綱（1596～1662）の花押（かおう）
です。
　下段に翻刻があります。その音読を聞いていただくことが、古文書を学
ぶ上でたいへん重要な学習プロセスとなります。
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「江戸幕府老中連署奉書」
一筆令啓候、於当地
浪人共申合、企徒
党之由、従其列訴人
有之而、丸橋忠也・河原
十郎兵衛・長山六郎右衛門与
申者捕之、遂穿馨候
処、然と仕たる儀にてハ
無之候得共、自然大成
様に可相聞かと為心得、
如此候、右与党之内
油井正雪と申者なと
行衛未知候故、弥穿
馨有之事候、若其
元江不審成者於
相越候者被留置之、様子
可有注進候、正雪事
注別紙差越候、恐々
謹言
　七月廿七日　　阿部豊後守
一筆啓せしめ候、当地において
浪人共申し合わせ、徒党を
企てるの由、其の列より訴人
これ有りて、丸橋忠也・河原
十郎兵衛・長山六郎右衛門と
申す者これを捕え、穿繋を遂げ候
処、然と仕たる儀にては
これ無く候得ども、自然大成る
様に相聞くべきかと心得の為、
此くの如くに候、右与党の内、
油井正雪と申す者など
行衛未だ知れず候故、いよいよ
穿馨これ有る事に候、若し其こ
元へ不審成る者
相越し候においては、これを留め置かれ、様子
注進有るべく候、正雪の事
別紙に注し差し越し候、恐々
謹言
　　　忠秋（花押）
松平和泉守
　　　乗寿（花押〉
松平伊豆守
　　　信綱（花押）
内藤帯刀殿
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　一般的にいえば、老中奉書は、私たちが郵便ポストに投函する封書の源
流と言われています。この文書の書き出しは、「一筆令啓候（いっぴつけ
いせしめそうろう）」、いわばL筆啓上」、一筆差し上げますという言葉
で始まっています。「於当地（とうちにおいて）浪人共申合（ろうにんど
ももうしあわせ）」、当地は江戸です。浪人どもが何やら謀略をめぐらせ、
「企徒党之由（ととうをくわだてるのよし）従其列訴人有之而（そのれつ
よりそにんこれありて）」、悪巧みをしている旨、一味の者から密告があり
ました。
　ちなみに「慶安事件」ですが、3代将軍家光の治世において大名家の取
り潰しが相次ぎ、浪人どもが江戸市中にあふれ、不穏な空気がみなぎって
いました。家光の死後、4代将軍家綱がまだ幼少なのに乗じて、時世に不
満な浪人たちが蜂起しようとしたのが「慶安事件」です。例えば、江戸城
の火薬庫に放火して大爆発を起こさせ、「すわっ一大事」とばかりに登城
する老中を途中で襲撃して殺害する。そして浪人の一団は、江戸城に押し
寄せて、4代将軍家綱を守りたてまつると偽って、これを拉致する。大坂
においては、浪人たちが諸所に火を放ち、市中を火の海と化す。そして首
謀者の一人油井正雪は、久能山を襲いその金蔵を奪い、やがて拉致した家
綱をそこに移して、天下に号令するという謀略だったといわれます。いわ
ば江戸時代版の同時多発テロ計画といえます。
　しかし「訴人有之而（そにんこれありて）」、密告があり謀略が未然に発
覚したわけです。
　「丸橋忠也（まるばしちゅうや）・河原十郎兵衛（かわらじゅうろべえ）・
長山六郎右衛門与（ながやまろくろうえもんと）」、「与」という字は、こ
こでは「と」と読まれました。
　「申者捕之（もうすものこれをとらえ）遂穿撃候処（せんさくをとげそ
うろうところ）」、丸橋忠也（忠弥、？～1651）は、宝蔵院流槍の名手で
す。ちなみに、JR水道橋駅東口を下車して、東京都立工芸高校裏から桜
蔭学園方面に坂を上がって行くと「忠弥坂」という急坂があります。この
あたりに丸橋忠也の槍の道場があったと伝えられています。ところが、槍
の達人もたちまち捕らえられてしまい、厳しく取り調べたところ、「然と
仕たる儀にてハ無之候得共（しかとつかまつりたるぎにてハこれなくそう
252
らえども）」、はっきりしたことではないけれども。つぎに「自然大成様に
可相聞かと為心得」の文節で、「自然（しぜん）」と書いてありますが、「然
（ぜん）」は漢音で、呉音では「ねん」です。ですから、古文書にこの語句
があらわれると、読みは慣用的に「自然大成様に可相聞かと為心得（じね
んだいなるようにあいきくべきかとこころえのため）」、おのずと大事件
に発展すると承知すべきと心得たので、というくらいの意味です。「為心
得」は、「心得のため」とも、「心得として」とも読めます。「為」という
字は、「ために」「なす」「なる」「なり」「たり」とか、「何々として」とい
う読み方のほか、「為替（かわせ）」などの使役の意味があります。「如此
候（かくのごとくにそうろう）」、こうして一筆したためました。「右与党
之内（みぎよとうのうち）油井正雪と申者なと（ゆいしょうせつともうす
ものなど）行衛未知候故（ゆくえいまだしれずそうろうゆえ）」。通常、歴
史辞典では、「由井（ゆい）」と表記するのですけれども、江戸時代は表記
に全国的な統一があるわけではないので、書き手の頭に浮かんだ文字で表
記しました。たとえば、神奈川県川崎市という地名は、いまは三本「川」
の川崎を書きますが、江戸時代はサンズイに可能の「可」で河崎と書く表
記も行われました。
　「弥穿墾有之事候（いよいよせんさくこれあることにそうろう）」、ます
ます厳しく究明しなさい。「若其元江不審成者於相越候者被留置之（もし
そこもとへふしんなるものあいこしそうろうにおいてはこれをとめおか
れ）」、もしそちらに不審な者がやってきた場合には、その身柄を留め置き、
「様子可有注進候（ようすちゅうしんあるべくそうろう）」、その様子を報
告しなさいと命令しています。「其元江」すなわちそちら（の領地）へと
ありますが、この老中奉書のあて先は、末尾に示された「内藤帯刀（ない
とうたてわき）殿」です。
　「正雪事注別紙差越候（しょうせっのことべっしにしるしさしこしそう
ろう）」、正雪のことは別紙に書いてお知らせします。そして最後に、「恐々
謹言（きょうきょうきんげん）」という書き止めの挨拶の文言で終わりま
す。恐れながら謹んで申し上げました、という意味です。
　日付以下の読みは、「七月廿七日阿部豊後守忠秋（あべぶんこのかみた
だあき）（花押（かおう）〉松平和泉守乗寿（まつだいらいずみのかみのり
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なが）（花押）松平伊豆守信綱（まつだいらいずのかみのぶつな）（花押）」
です。
　「一筆令啓候」以下の本文は、幕府の書記官である右筆（祐筆とも書く）
が書きました。右筆が用いたくずし字が、当時の公文書に使われた公用書
体で、御家流（おいえりゅう）と呼ばれました。文章を書く前に、紙を上
下の真ん中で二つ折りして、その折り目を下にして、本文を紙面の末行ま
で書いてまだ書ききれないとき、くるりと紙をひっくり返して、文章の
続きを書きました。そこで、文章を書き終わって紙を開くと、上・下が天
（行頭）で、中央の輪にしたところが地（行末）になります。それで上半
分と下半分の文章が、天地逆さまになるわけです。
　老中みずから筆をとって書くのは、花押（サイン）の部分のみです。ち
なみに花押は、今日でも使われており、大臣が閣議で書類に署名をすると
きは、花押で署名するならわしになっています。
　あて先は内藤帯刀、すなわち内藤忠興は、陸奥国磐城平藩7万石の譜代
大名です。今日の福島県南部のいわき市周辺に領地を与えられていまし
た。内藤家に伝来した「内藤家文書」およそ4万5000点は、現在明治大学
博物館に保管され、全国で最大級・最良質の藩政文書といわれています。
　古文書の読解は、慣れです。ただいまは、原文筆写いわゆる白文を音読
しました。この原文筆写に、一・二点とか返り点、または送り仮名をっけ
ると、解読筆写となります。解読筆写をより分かり易くするには、漢字仮
名交じりの書下し文にします。書き下し文は、漢字と仮名を適当に使用し
て現代風の文章に書き直すので、いっそう理解しやすくなります。さらに
わかりやすくするには、書き下し文から現代語訳すれば宜しいわけです。
　はじめて古文書の解読に挑戦した人がややこしく感ずるのは、経験豊富
な解読者が、上記の4つの作業（学習プロセス）を同時並行的に処理して
読むからです。つまり，原文筆写（白文）を見ながら、脳裏でその文に一・
二点、返り点、送り仮名を思い浮かべると、解読筆写に相当する文になり
ます。これを音読すれば、音声化された漢字仮名交じりの書き下し文が耳
に聞こえます。続いて意味・内容を説明すると、現代語訳の音読となりま
す。古文書に慣れると、このプロセスを同時並行的にできるようになると
存じます。古文書の解読では、書き取り言語から、音声言語化へのプロセ
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スが重要です。音読は、文字では表現できない語調・語勢・抑揚などが聞
き分けられ、古文書の読解・理解を助けてくれます。さきほど音読を聞く
ことが重要だと申し上げた理由は、この点にあります。
　3人の老中の名前が並んでいますが、さて誰が老中筆頭だと思われます
か。今日の私たちの感覚で考えると、最初に書いた人物が、最も上位者の
ように思われます。
　そこで類例として、「禁中並公家中諸法度」（慶長20・1615年）を挙げ
たいと存じます。その末尾に記された3名の署名順は、一一ts目が関白二条
昭実（あきざね）、二番目が2代将軍徳川秀忠、三番目が大御所の徳川家
康です。秀忠と家康は、どちらが偉いかといえば、家康こそ最高実力者で
もっとも偉いわけです。このように、他の古文書で同様の例を参照するこ
とが、考えるヒントとなります。ですから、この古文書では、3番目に署
名した松平伊豆守信綱が、当時の最高実力者です。
　私見によりますと、古文書には、当時の思想や世界観が秘められている
点が興味深く思われます。ちなみに、陰と陽の区別はご承知でしょうか。
古代中国からもたらされた東洋的な哲学原理というべき陰陽五行説に基づ
き、俗信として陰陽（いんよう）思想、陰陽道（おんみょうどう）が生ま
れ、民衆生活の中で用いられました。自然界の万物は、陽と陰の二気（2
つの要素）から生じ、この二気から万物は成り立っていると考えられまし
た。たとえば、昼は太陽が輝き、夜は月が輝くのが、陽と陰です。そして
天は陽で、地は陰です。それから男性は陽で、女性は陰です。数字にも陰
と陽があり、一、三、五などの奇数は陽で、2で割り切れる偶数は陰の数
字です。日本人ならたいてい知っている聖徳太子の「十七条憲法」の十七
は、陽数の九と陰数八の和から、十七条にまとめられました。こうした思
想、世界観が、意外にも、私たちが縁起をかつぐという面にも生き続けて
いて、例えばご祝儀を包むときに1万円の一ランク上は、3万円を包みま
す。2万円だと別れ別れになって、縁起が悪いと考えるからです。
　回りくどい話になりましたが、この古文書では、書き出しが陽から始ま
ります。行が進むにしたがい、だんだん陰になり、真ん中あたりで、陰か
ら再び陽にかえっていきます。それで、1番目に署名した人物ではなく、
3番目に署名した人物が最も偉い人だというように理解できます。現代で
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も、縦書きで手紙を書く場合、便箋の末行の高い位置に相手の氏名を書き、
その前行の低い位置に自分の氏名を書いて、尊敬の念をあらわしていま
す。これも陽と陰の反映ととらえることができます。ちなみに和書では、
前表紙と後ろ表紙が陽で，本文の真ん中あたりが陰と考えられます。また
一丁（一頁）の表面が陽で、裏面が陰ととらえることもできます。
　このような老中奉書は、当時いったい何通ぐらい作成されたのか考えま
すと、この文書は全国的に発令されたものですから、大名向けに約300通、
幕府の諸役所あるいは旗本向けに約100通で、あわせて少なくとも約400
通くらい作成されたと思われます。さらに、それらが津々浦々に伝達され
るにっれて転写され、どんどん広められたと思われます。けれども、350
年以上前の古文書が、今日でも当時の姿そのままで残っているのは、奇跡
に近いといっても過言ではありません。
3　慶安事件の首謀者油井正雪の「人相書」
　　　　　　　慶安4年（1651）7月　明治大学博物館蔵「内藤家文書」
　「江戸幕府老中連署奉書」に「注別紙差越候（べっしにしるしさしこし
そうろう）」と書かれた「別紙」が、つぎの「油井正雪人相書」です。
?，???
油井正雪の「人相書」
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　　　覚
一　油井正雪事、年四十余、がつそう
　但、かミをそり候儀も可有之事
　　覚え
一っ、油井正雪の事、年四十余り、がつそう
　　但し、髪を剃り候儀もこれ有るべき事
一　せいちいさく、色白、ひたいミしかく、一っ、背小さく、色白く、額短く
髪黒、くちひるあつく候事
まなこくりくりといたし候由之事
　以上
　　髪黒く、唇厚く候事
一っ、眼くりくりといたし候由の事
　　　以上
　がつそう（兀僧）は、ヘアスタイルのことで、すなわち総髪です。普通
は額の月代（さかやき）を剃って曲げを結うのに、月代を剃らず髪全体を
伸ばしたまま後ろになでつけ、垂れ下げた、いわばオールバックの髪型
です。
　「ただし、髪を剃りそうろうぎもこれあるべきこと」から、クーデター
未遂を企て行方を追われているので、風体をくらますために髪を剃り落と
して、僧侶に成りすまして逃亡しているかもしれないという事情がうかが
えます。
　「額短く」は、眉毛と頭髪の生え際の間隔が狭い、額が狭い顔立ちです。
唇に特徴があり、ぽっちゃりしたタラコロびるでした。「まなこくりくり
といたしそうろう由の事」は、浪人中といえども、正雪は軍学者です。大
変頭の回転が速い方で、目もくりくりとよく動く。油井正雪は、このよう
な顔立ちでした。
　これが、正真正銘の人相書です。時代劇の小道具として用いられる似顔
絵を描いた人相書は、フィクションです。事典では、「人相書」について、
「犯人の氏名と似顔絵、その顔および身体的特徴、年齢・出身地名・罪状
などが記されている。」（『古文書用語用字大辞典』より）と解説していま
すが、古文書の実態とは異なります。ちなみに明治大学博物館所蔵の古文
書で調査したところ、明治時代の警察の犯罪捜査でも、「一つ　何々のこ
と」という箇条書き形式の人相書が使用されていました。
4　人相書まがいの偽文書「人相覚」
　上記のような箇条書形式のものが、真物の人相書です。しかし、時代劇
や捕物映画などでは、似顔絵を描いた人相書らしきものをご覧になったか
と思います。それが、フィクションだということは、ご了解いただけたも
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のと思います。しかし、実際には、人相書まがいの偽文書（ぎもんじょ）
も見られます。つぎに、そうした偽文書のうち、1点を紹介します。
　この「人相覚」は、安政4年（1857）の年紀があり、幕末の人相絵による
手配の一例とされる偽文書です。安政4年8月、老中松平阿波守なる人物
から、尊撰派の志士平野次郎（国臣）ら三名の逮捕を命ずる「上詞」とい
う文書が出されました。これに基づいて、京都所司代が三名の人相を手配
した木版印刷で、あるいはかつて広く流布したのかも知れません。これら
三名の勤皇の志士は、江戸幕府から見ると、反体制派の大立者ですので、
見かけ次第ひっ捕らえろと指令したものです。ところが、人相書の箇条書
的な書式と異なるとともに、この時期に松平阿波守なる人物の実在を確認
することができません。したがって、これは偽文書です。けれども、偽物
（ぎぶつ）の標本としてぜひ入手したいと思っていたところ、数年前に複
数回、古書市場でこれを見かけたことがあり、すぐ手配したのですが、残
念ながら売約済みでした。読みについては、つぎのとおりです。
「人相覚」
人相覚
　筑前国風者
　　平野次郎
　　薩摩国風者
　　西郷吉之助
　長門国風者
　　高杉晋作
安政四年丁巳
京都所司代
にんそうおぼえ
ちくぜんのくにふうのもの
　ひらのじろう
さつまのくにふうのもの
　さいこうきちのすけ
ながとのくにふうのもの
　たかすぎしんさく
あんせいよねん　ひのとみ
きょうとしょしだい
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5　町奉行大岡越前守忠相が裁いた「白子屋おくま事件」判決文
　　　　　　　　　　　天保7年（1836）7月写「古今御仕置書」より、
　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学博物館蔵　黒川真頼旧蔵
　つぎは、江戸時代中期に8代将軍徳川吉宗にっかえ、幕政改革を進めた
町奉行大岡越前守忠相（ただすけ、1677～1751）が裁いた「白子屋おくま
事件」の判決文です。
　「白子屋おくま事件」は、『大岡政談』でも有名な裁判物語です。
　江戸新材木町の白子屋は、大身代でしたが、当主の庄三郎は入り婿で世
事にうとく、妻つねの尻に敷かれていました。妻つねは派手好きの淫婦で、
髪結い清三郎と密通（不倫）していました。ひとり娘のくまも母に似た女
で、手代忠八と密通していました。彼女らが贅沢三昧に暮らすので、さす
がの白子屋の家運もだんだん傾きかけました。見かねた仲間の商人が、何
かに付けて援助していましたが、あるとき、くまに持参金付の婿養子を迎
えるように勧めました。そして又四郎が、五百両の持参金付で婿入りしま
した。ところが、くまは、依然密かに忠八と密通し、母つねも清三郎と密
通を重ね、持参金付きで又四郎を婿養子に迎え入れたものの、やがて又四
郎の存在がうとましくなりました。母つねと娘くまは、いろいろと悪巧み
をして、又四郎を追い出そうとしました。そして下女ひさに言い含め、下
女きくをそそのかして、又四郎に傷を負わせようとたくらみました。その
上、きくも殺害して、二人が心中したと見せかけようとしました。ちなみ
に、きくは、少々判断力が鈍かったようです。そうした悪巧みを思いっい
たのは、悪妻つねです。また下女ひさは、くまと手代忠八との密通を取り
次いでいました。
　これが、白子屋おくま事件の背景です。
　それでは、判決文を説明する前に、「古今御仕置書」
の一部を映像でご覧いただきたいと思います。
　表題は、向かって左肩に「古今御仕置書」と打付け
書き（直書き）で書かれています。私見によれば、和
本にも、小宇宙が封じ込められています。
　例えば、本の上下に小口があり、上の小口が天で、
下の小口が地です。そして紙を中央で2つ折りして、
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右側を綴じこみます。袋状になるので、袋綴りとか、袋綴じと呼ばれます。
そして表紙を付けて右端で4つ目綴じした側が、背です。反対側の輪にな
るほうが、腹です。古文書を好む害虫は、背のほうから食っていく傾向が
見られます。ですから、古書を買うとき、背のほうをよく見ると、背のほ
うに虫食い穴が見える場合があります。そうした場合、とじ糸の下に害虫
の排出物が付着していることがあります。書物の良し悪しを見分けるポイ
ントを知ることも大切です。
　それから、陰と陽との関係を見ると、前表紙が陽から始まり、本の中ほ
どで陰に変わり、終わりに向かって、しだいに陰から再び陽に変わり、後
ろ表紙に至り奥書があります。「天保七年丙申年（ひのえさるのとし）七
月写之（これをうつす）三宅」。すなわち1836年に三宅という人が、これ
を筆写したことが判明します。そして後ろ表紙で陽にかえります。
　このように1冊の和本の中に、天と地、肩、背と腹、陰と陽という小宇
宙が封じ込められていると考えることができます。ちなみに、本書の旧蔵
者黒川真頼（くろかわまより、1829～1906）は、幕末から明治時代の綜合
的国学者、蔵書家として著名な人物でした。
（1）「絵島生島事件」判決文
　一丁め表の右下に、「御年寄縮嶋」と
あるので、大奥年寄絵島（1681～1741）
と役者生島新五郎（1671～1743）との
密通による「絵島生島事件」の判決文
だということが分かります。
　よく見ると、若干虫食いの穴があり
ます。古本屋さんいわく、本文に虫食
いがかからない程度なら、「やや虫損あ
り」と表記するそうです。ところが、
虫食いが本文にかかると「虫損あり」と表記するそうです。ただし表記の
程度は、古書店さんによりさまざまでしょうから、やはり実物の実見がな
により大切です。
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（2）町奉行大岡越前守忠相「白子屋おくま事件」判決文
　さて、名裁判官として知られる大岡越前守忠相の裁きを紹介します。「松
平左近将監（しょうげん）殿御差図　大岡越前守掛」と2行だけ朱筆で書
かれています。江戸の町奉行所は、南北2箇所あり、一月交代で当番の奉
行所が訴訟、事件を受け付けました。他方の奉行所は、非番として前月に
受け付けた事件、裁判の審理を進めました。そして月が替わると当番・非
番が南北入れ替わり、非番は前月に受けた訴訟の審理を進め、月番は新し
い事件、訴訟の受け付けを行いました。
　この事件については、当番月の大岡越前守忠相が町奉行を務める南町奉
行所が受け付けました。そして裁きの適否について、掛の大岡越前守から
老中松平左近将監に伺いを立てたところ、老中から大岡越前守に対して、
差図があった。これが朱筆部分の意味です。
　日付の下に被告人の名前と年齢、日
付の次行から判決文が書いてありま
す。きく、忠八、くまの名前に続いて、
それぞれ判決文があります。続いて、
ひさ、母つね、当主庄三郎に対する判
決文が続きます。そして判決文が終わ
ると、享保12年（1727）2月25日、
っぎに2行の注記が朱筆で、「右つね
義、延享二丑年三月御免、南新堀町二
丁目家持八兵衛江引渡遣」
??
? ?
???????????
譲難讐
　　　　　　　　　　　　とあるのが、「古今御仕置書」の特徴です。他
の文書にも同事件の判決文は載っていますが、この2行の朱書きが、この
資料の注目点です。
　それでは、判決文を解読したいと思います。判決文は、全体で50行以
上あります。
松平左近将監殿御差図　　　　新材木町
大岡越前守掛（2行朱筆）　　　庄三郎下女
　　　午十二月三口揚屋入　 きく
　　　　　　　　　　　　　　　　未十七才
　此者之儀、主人庄三郎妻つね何程二申付候共、主人之
　事二候得者、致し方も可有之候処、傍輩女ひさ
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任申遣して、主人養子又四郎二疵付候段、不届至極
二付、町中引廻し之上、於浅草礫おこのふ者也
　　　　　　　　　　　　新材木町
　　　　　　　　　　　　　庄三郎手代
　　　午十二月三日入牢　　忠八
　　　　　　　　　　　　　　　　未三十八才
此者之儀、主人庄三郎智養子又四郎妻くま密通
致し、其上元主人通り油町伊勢屋三郎兵衛方江忍
入、金子五百両余盗取候段、重々不届至極二付、町中
引廻し之上、於浅草獄門二行ふ者也
　　　　　　　　　　　　新材木町
　　　　　　　　　　　　　庄三郎養子
　　　　　　　　　　　　　　又四郎妻
　　　未二月十五日揚屋入　 くま
　　　　　　　　　　　　　　　　未廿三才
此者之儀、手代忠八と密通致し候段、不届二付、
町中引廻之上、死罪申付之
　　　　　　　　　　　　新材木町
　　　　　　　　　　　　　庄三郎下女
　　　午　十二月三日揚屋入　　　ひ　さ
　　　　　　　　　　　　　　　　未三十三才
此もの儀、主人智養子又四郎江疵付候程た〉き
候様二傍輩女きく江申勧、其上又四郎妻くま江
手代忠八密通之取次致し候段、労不届至極二付、
町中引廻し之上、死罪申付之
　　　　　　　　　　　　新材木町
　　　　　　　　　　　　　庄三郎妻
　　　未二月十五日揚屋入　つね
未十二月廿三日出船御蔵嶋（朱筆）　未四十八才
此もの儀、饗養子又四郎と下女きく密通致し
候由二而、きくを折濫致し、きく密通不致旨申候
得者、然者、密通不致証拠二刃物二而成共、又四郎江
疵を付、為見候様二と申付候二付、きく儀、主人又四郎夜
中臥り居候処江より、同人頭江包丁二而疵付候始末
二至候段、法外之至、母子之儀二候得共、悪心を以巧候より
事起り候段、不届至極二付、遠嶋申付之
新材木町
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　　　　　　　　　　　　　白子屋
　　　　　　　　　　　　　　庄三郎
　　　　　　　　　　　　　　　未六十才
此もの儀、聾養子又四郎二下女きく疵付候節も、
早速様子をも不見届、其上妻っね井娘くま、手代
忠八不届之儀有之候を、一所乍罷在不存候段、
労不届二付、所払申付之
享保十二未年二月廿五日
右っね義、延享二丑年三月御免、南新堀町二丁目
家持八兵衛江引渡遣（以上二行朱筆）
①新材木町庄三郎下女きく　未十七才
　1行目に、松平左近将監（しょうげん）殿御差図、大岡越前守掛、午（う
ま）年（享保11年）12月3日に揚屋入（あがりやいり）と、入牢日（じゅ
ろうび）が書いてあります。
　ちなみに、牢屋敷の中には、最も凶悪な罪人を入れる二間牢があり、こ
こには無宿人などを入れました。それから庶民を入れる大牢と下級武士を
入れる揚屋（あがりや）、これを「あげや」と読むと女郎屋になってしま
うので、牢屋の場合は「あがりや」と読みます。それから上級武士などを
入れる揚座敷（あがりざしき）、それから純朴な百姓がふとした出来心か
ら罪に陥ったときに、前科者と一緒に牢に入れると悪風に染まってしまう
ので、百姓を入れるために、百姓牢を設けました。また揚屋の一部は、女
性囚人の牢屋として利用したので、下女きくは、揚屋入となりました。
　新材木町庄三郎下女きく、未（ひつじ）の17才、
　此者之儀（このもののぎ）、主人庄三郎妻つね何程二申付候共（なにほど
にもうしつけそうろうとも）主人之事二候得者（しゅじんのことにそうら
えば）致し方も可有之候処（いたしかたもこれあるべくそうろうところ）
傍輩女ひさ（ほうばいおんなひさ）任申遣して（もうしつかわすにまかし
て）主人養子又四郎二疵付候段（しゅじんようしまたしろうにきずっけそ
うろうだん）不届至極二付（ふとどきしごくにつき）、町中引廻し之上（ま
ちじゅうひきまわしのうえ）、於浅草礫おこのふ者也（あさくさにおいて
はっつけおこのうものなり）
　悪妻つねが、どのように申し付けたにせよ、きくから見て、養子又四郎
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は主人の婿養子ですから、やりようもあったろうに、同じく召し使われて
いる女ひさから言われるまま、又四郎に傷を負わせました。実は、つねや
くまは、きくをそそのかして又四郎を殺害させた後に、無理心中に見せか
けてきくも殺害しようとはかっていたのです。そんなこととは露知らず、
きくは、ひさから言われるままに、又四郎を傷つけた、いわば殺人未遂
です。
　ちなみに、江戸時代初めは、浅草あたりに仕置場があったのですが、次
第に都市化するにしたがい、刑場は北へと場所を変えて、今日の千住小塚
原に仕置場が移りました。「於浅草（浅草に於いて）」とあれば、すなわち
千住小塚原刑場です。
　はりつけについては、江戸の人々は「はっつけ」と申しました。人をな
じるときは、「はっつけ何々」と使いました。例えば、「はっつけ野郎」と
かです。このような立派な図書館で、こんな汚い言葉は口にしてはいけな
いと思いますので、どうかお許しいただきたいのですが、「はっつけババ
ア」とかです（笑）。黒澤明監督の「赤ひげ」をご覧になりましたか。あ
の映画で、名女優の杉村春子さんが、女郎屋のおかみに扮して、赤ひげに
悪態をつく見事な演技を見せてくれるのですが、まさにあれこそ「はっつ
けババア」そのものだと思いました。
②新材木町庄三郎手代忠八　未三十八才
　新材木町庄三郎手代忠八、未の38才、午12月3日入牢（じゅろう）、
　此者之儀（このもののぎ）、主人庄三郎智養子又四郎妻くま密通致し（しゅ
じんしょうざぶろむごようしまたしろうつまくまみっつういたし）、其上
元主人通り油町伊勢屋三郎兵衛方江忍入（そのうえもとしゅじんとおりあ
ぶらちょういせやさぶろうべえかたへしのびいり）、金子五百両余盗取候
段（きんすごひゃくりょうあまりぬすみとりそうろうだん）、重々不届至
極二付（じゅうじゅうふとどきしごくにつき）、町中引廻し之上（まちじゅ
うひきまわしのうえ）、於浅草獄門二行ふ者也（あさくさにおいてごくも
んにおこのうものなり）。
　したがって、牢屋敷の中で斬首して、首を小さなワラ包みに包んで、人
足が竹ざおで前と後ろで担いで運び、仕置場にある獄門首台木という3尺
高い台の上に植えつけられた2本の逆さくぎに、生首を突き刺して三日間
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さらすのが、獄門です。怖いですねえ。皆様、大丈夫ですか。（笑）
③新材木町庄三郎養子又四郎妻くま　未廿三才
　新材木町庄三郎養子又四郎妻くま、未の23才、
　入牢日は、未年の2月15日揚屋入です。まず1番目に捕えられたのが
きく、2番目が忠八です。彼らの入牢は、午年ですから、前年12月に捕
らえられて、取り調べた。その結果、くまにも嫌疑があるので、翌年の未
年の2月15日に、捕らえられた。このように時間差があることがわかり
ます。
　此者之儀（このもののぎ）、手代忠八と密通致し候段（てだいちゅうは
ちとみっつういたしそうろうだん）、不届二付（ふとどきにっき）、町中引
廻之上（まちじゅうひきまわしのうえ）、死罪申付之（しざいこれをもう
しつける）。
④新材木町庄三郎下女ひさ　未の三十三才
　新材木町庄三郎下女ひさ、未の33才、入牢日は午12月3日揚屋入、
　此ものの儀、主人智養子又四郎江疵付候程た〉き候様二傍輩女きく江申
勧（しゅじんむごようしまたしろうへきずつきそうろうほどたたきそうろ
うように　ほうばいおんなきくへもうしすすめ）其上又四郎妻くま江手代
忠八密通之取次致し候段（そのうえまたしろうつまくまへ　てだいちゅう
はち　みっつうのとりつぎいたしそうろうだん）、労不届至極二付（かた
がたふとどきしごくにっき）、町中引廻し之上（まちじゅうひきまわしの
うえ）、死罪申付之（しざいこれをもうしつける）。
　ひさは、頭の弱いきくをそそのかしたことが判明しており、傷つくほど
たたけとそそのかしたわけです。
　余談ですが、死罪も獄門も同様に斬首刑で、首をはねるわけです。人間
が首を切られたときの音を皆様は耳にしたことがありますか。一ないです
よね。もしもあったら大変なことになります。ところが、皆様は意外に身
近で人間の打ち首に近い音を聞いていらっしゃるんです。特にきょうはご
婦人が多いので、あるいは、けさ洗濯物を干すときに、それに近い音を聞
いておられるかもしれません。洗濯機から洗濯物を出してしわを伸ばすと
きに、振りさばきますね。その振りさばくときの音が、打ち首の音に近い
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と言われています。
　このハンカチは、開演前に洗面所の水で濡らしてきたものですが、やっ
てみます。（笑）もしも怖い方はどうか耳をふさいでください。こういう
音です（ハンカチを振りさばく）。もう1回やりましょうか（再びハンカ
チを振りさばく）。
　もしも、これが1回ですと、打ち首の音で不吉です。凶ですから、陰で
すね。そこで、私たちはおのずと2回ぐらいやっていませんか。こうやっ
て（2回振りさばくしぐさをして）干す（笑）。ですから、今後は、洗濯物
の振りさばきは1回でやめないで（笑）、必ず2回やってください。する
と、凶が、吉に変わって縁起がよくなります。こんなところにも、陰と陽
という考え方が残っているといえるのではないでしょうか。
　実は、明治大学で恩師と仰ぐ先生は、3人いらっしゃいました。東京帝
国大学ご卒業の（東大でなく、帝国大学と申し上げていました）S博士と、
京都大学ご卒業のN博士、そして慶懸義塾大学から兼任講師として招か
れていた律令の専門家のR博士でした。3先生の共通の恩師が、瀧川政次
郎博士（1897～1992）という有名な法制史家です。私は、先生の先生に
当たる瀧川政次郎先生から、打ち首の音は、洗濯物を振りさばく音に近い
ということを直接聞きました。それから、まったく別のルートから、同じ
ようなことを聞いています。だから、間違いないのではないかと思います
（笑）。
⑤新材木町庄三郎妻つね　未四十八才
　新材木町庄三郎妻つね、未の48才、
入牢日は、未2月15日揚屋入で、一家で牢屋入というありさまです。そ
して、小さな朱字で、未12月23日出船御蔵嶋とありますので、刑罰は島
流し、遠島で、ついでの船が出るまで、つまり流人船（るにんせん）の出
帆するまで牢に留め置かれました。12月23日に永代橋のたもとから、恐
らく親類縁者に見送られながら、小舟に乗せられ沖合いに待つ流人船に乗
り移り、涙ながらに御蔵嶋へと島流しになったのです。
　此もの儀、智養子又四郎と下女きく密通致し候由二而（むごようしまた
しろうとげじょきくみっつういたしそうろうよしにて）きくを折濫致し、
きく密通不致旨申候得者（きくみっつういたさざるむねもうしそうらえ
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ば）然者（しかれば）密通不致証拠二刃物二而成共（みっつういたさざる
しょうこにはものにてなりとも）、又四郎江疵を付（またしろうへきずをつ
け）、爲見候様二と申付候二付（みさせそうろうようにともうしつけそう
ろうにつき）きく儀（きくぎ）、主人又四郎夜中臥り居候処江より（しゅじ
んまたしろうやちゅうふせりおりそうろうところへより）同人頭江包丁二
而疵付候始末二至候段（どうにんあたまへほうちょうにてきずつけそうろ
うしまつにいたりそうろうだん）法外之至（ほうがいのいたり）母子之儀
二候得共（おやこのぎにそうらえども）悪心を以巧候より事起り候段（あ
くしんをもってたくみそうろうよりことおこりそうろうだん）不届至極二
付（ふとどきしごくにつき）、遠嶋申付之（えんとうこれをもうしつける）。
　「きく、おまえは婿と密通したろう」と言いがかりをつけて、いじめて、
きくが、私は決してそのような不届きはしておりませんと言い張ったとこ
ろ、そうなら、刃物で又四郎を傷つけて、密通は濡れ衣だということをあ
かしてみせうと申し付けたわけです。
　もしゆとりがありましたら、原文を確認していただきたいと思います
が、原文を解読すると、「余（あまる）」に「り」となっています。私は、
「より」ということで漢字に当てるとしたら、近寄るの「寄り」がふさわし
いと解釈しました。そして、又四郎の頭に包丁で切りつけた。ところが、
又四郎はすぐに目を覚まし、ガバッとはね起きて、きくを取り押さえた。
こうして事件が発覚したわけです。
　このくだりは、きくが罪に問われるべき犯罪事実に当たるところです。
究明された犯罪事実に当たる部分が、きちんと述べてあるわけです。ちな
みに、現代の刑事裁判の判決においても、被告人がどういう行為を行った
かという事実の究明が盛り込まれています。この点は、江戸時代の判決文
も同様です。
　こうした悪行は、もってのほかである。又四郎は娘婿ですが、つねは又
四郎にとって母、又四郎は子です。そもそも事件は、つねの悪心から起
こったのです。
⑥新材木町白子屋庄三郎　未六十才
　次に当主の庄三郎の裁きが書かれています。
　新材木町白子屋庄三郎、未の60才。
267
　此もの儀、智養子又四郎二下女きく疵付候節も（むごようしまたしろう
にげじょきくきずつけそうろうせつも）、早速様子をも不見届（さっそく
ようすをもみとどけず）其上妻つね井（ならびに）娘くま、手代忠八不届
之儀有之候を（てだいちゅうはちふとどきのぎこれありそうろうを）一所
乍罷在不存候段（いっしょにまかりありながらぞんぜずそうろうだん）砦
不届二付（かたがたふとどきにっき）、所払申付之（ところばらいこれを
もうしつける）。享保12年未年2月25日。
　そういう顛末があったのなら、家長として庄三郎はよく話を聞いて、こ
のような家内の不届き千万な出来事を究明するのが、当主としての役目だ
というわけですが、背後に密通があるのに、それに気づかなかった庄三郎
も重大な責を負わされたのです。古文書では、「まかりある」というよう
な言葉がよく出てきます。「まかり」は、括弧に入れて省いて解釈して構
いませんので、一所にありながら、生活しながらという意味です。
　ここまでが裁きの判決文ですが、この写本の場合には、次の2行が朱筆
で注記されていまして、妻つねについて次のように書かれています。
　右っね義、延享二丑年（うしどし）三月御免、南新堀町二丁目家持八兵
衛江引渡遣
　将軍の慶事などの際に、罪を許す赦免が行われることがあります。赦免
により、南新堀町2丁目、家持八兵衛へ引き渡しつかわすとあるので、つ
ねは、事件から18年後、延享2年（1745）に許されて江戸に戻ることが
できたことがわかります。ちなみに、事件当時48才で、その18年後なら
大体66才、60代半ばの老婆になって御蔵嶋から江戸に戻ることができま
した。遠島は、ほとんど死刑同様の刑でした。島抜けをはかろうとしても
めったに成功することはなく、やがては島で命が絶えてしまうという死罪
同様の刑罰が、遠島でした。
　以上が、大岡越前守が裁いた「白子屋おくま事件」の判決文です。余談
ですが、死刑判決は白洲ではしないのです。吹聴めいた話で恐縮ですが、
博物館勤務の折に、映画監督のもとにいる助監督とか、ディレクターの方
が下調べに来館されて、牢屋の中の様子とか、白洲、すなわち法廷の様子
などをよく質問されました。そのときに、申し上げたことですが、死刑判
決は奉行所の白洲では行わず、役人が牢屋敷に出向いて、大牢や二間牢か
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ら囚人を引き出して、牢庭の改番所前で申し渡しました。
　ところが、映画や演劇では、お奉行様が堂々と白洲で、「何々につき、浅
草において礫を申し付ける」などと、死刑判決を下すシーンになっていま
す。そこで、助監督さんやディレクターさんには、死刑判決申し渡しの場
所をよくご注意申し上げたのですが、「伊能さんの言うことは分かったけ
れど、それでは芝居として盛り上がらないので（笑）、やっぱり白洲で死
刑の申し渡しをやります」と言って帰って行かれました。
　ちなみに「遠山の金さん」こと遠山左衛門尉景元は、町奉行として有名
な人物ですけれども、金さんが白洲にお出ましになるときの様子を思い浮
かべてみてください。私が見た「遠山の金さん」では、次のような感じで
金さんが出てきました。まず太鼓の音が、ドドーン、ドドーン、ドドーン、
ドドン、ドドン、ドドン、ドドーンと響き渡る。そして高らかに「北町奉
行遠山左衛門尉様（きたあ一まちぶぎょう　とおやまさえもんのじょうさ
ま）、おなり～」という声がかかると、一番奥の襖がサッと開いて、金さ
んが長袴で出てきました。ところが、これもフィクションです。
　本当は、お奉行様が御用部屋で、「さて、そろそろ出座の刻限かな」と
思って立ち上がるしぐさをすると、そばに控えている用人が、「シー」と声
を立てます。現在も静かにしなさいという意味で「シー」とやりますね。
あの「シー」をやります。これが、いわゆる警躍（けいひつ）の声です。
つまり身分の高い人が、公の場にお出ましになるときに、先払い、戒めの
声を発しました。「シー」とか、古くは「け一ひ一」とか、警躍として先払
いの声が、貴人の出座に伴いました。奉行所では、「シー」と言うと、廊
下伝えに次々に「シー」と伝えていく。そして、既に白洲で列座している
与力や同心は、「シー」の声が聞こえると、居ずまいを正して、奉行の出
座を待ち構える。これが、町奉行が白洲へ出座するときの実際だったよう
です。
6　内藤充真院「五十三次ねむりの合の手」
　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学博物館蔵「内藤家文書」
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　つぎに、3種類目の古文書として、旅日記を紹
介したいと思います。このくずし字には癖があり
まして、読みにくいものです。
　私は、「古文書が読めます」などという大口はた
たけないのですけれども、博物館勤務中に、宮崎
県延岡市在住の奥様たちのご協力を得て、この旅
日記を活字にして出版することができました。表
題は、「五十三次ねむりの合の手」という旅日記で
す。この旅日記の著者は、内藤充真院繁子（じゅ
うしんいんしげこ）という大名夫人です。
　内藤充真院繁子は、1800年（寛政12）5月15
灘鍵
　　　　購
　　　　選
　　　　灘
　　　　藝
日第ll代彦根藩主井伊直中の第9子として彦根藩井伊家の江戸屋敷で出
生しました。母は、側室勅使河原氏の女（むすめ）。名は充（みつ）で、充
姫と呼ばれました。ちなみに幕末の大老井伊直弼は、異母弟に当たりま
す。のちに延岡藩内藤家第14代藩主政順（まさより）に嫁して、繁子と
称しました。しかし、子に恵まれなかったため、弟の政義（まさよし）が
養子に迎えられました。つまり、充真院繁子にとって、弟の井伊直弼は幕
府の大老となり、また、養子に迎えた弟の政義は内藤家第15代藩主とな
りました。天保5年（1834）8月21日夫君政順が享年37で死去した後、
充真院と称しました。81歳まで長生きされた方で、大名夫人に似合わず
三味線が得意で都々逸をうなり、それから『源氏物語』54帖を自分の手
で写し取り、詳細な注釈をつけるなど文学研究にも励んだ才女です。
　幕末に、参勤交代制が緩められたのにしたがって江戸を離れ、60歳を
過ぎて初めて東海道を上って、大坂から船で瀬戸内海を渡り、現在の宮崎
県北部にある延岡まで道中を通行したときの旅日記が、「五十三次ねむり
の合の手」です。その後、江戸に呼び戻されたときの旅日記、さらにもう
1往復東京と延岡とを往復していまして、2往復分、4回の旅程を旅日記
に残しました。それらのうち、最初の旅日記をご紹介します。
　この旅日記のどこがおもしろいのか、説明します。その前提として、『東
海道名所図会』の一部を映像でご覧いただきながら、充真院の旅路を擬似
体験していただけたら幸いです。
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箱根峠　右端に「箱根駅」「御関所」とあり、「箱根の山は天下の険」といわれる
とおり険しい山路です。手前の街道は芦ノ湖に面し、関所は小田原宿と三島宿の
中間にあり、「入鉄砲、出女」の取締りが厳重でした。
濾繍⊇・ 　　　　三膿L；縦継甑＿＿＿
燃
???
　．療転＿一難難競
三島　箱根峠を下ると、三島宿に至り、三島大社の境内のようす。充真院は、た
いへん信心深く、行く先々で熱心に寺社参りを行いました。
麟
富士川　富士川の渡しで、旅人が川を渡るようすが描かれています。充真院の一
行にとって、川も難所の一つでした。遠くに富士を眺めることができました。
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??〜
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薩唾山　興津宿と由比宿との間にある薩唾峠からも、富士が鮮やかに見えて、東
海道随一の風景といわれました。
宇津山　蔦細路　宇津の山は、丸子宿と岡部宿の間にあり、蔦の細路は、丸子宿
から宇津谷峠に細々と続く道で、伊勢物語の歌枕に歌われました。
??詐．麟
?㌍
??
語
大井川　「箱根八里は馬でも越すが、越すに越されぬ大井川」。橋や渡し船が禁止
され、旅人は、川渡しの人足を雇い、螢台または肩車で渡りました。充真院も人
足の担ぐ螢台でこわごわと大井川を渡りました。
272
佐夜中山　掛川市の日坂峠と島田市の金谷宿との間にある坂道。尾根伝いの松並
木に沿って、細道が曲折しながら続き、左右は深い谷となっていました。
???????????????
ー?
今切　浜名湖の南岸が海に注ぐ、湖口に今切の渡しがありました。向こうからこ
ちら側に船で渡ると、荒井（新居）の関所があり、女人の往来を取り調べました。
関所の遺構は、今日も史跡として保存されています。
轡誌 灘1蝋
岡崎　岡崎は徳川氏発祥の地で、岡崎城、近郊に徳川氏の菩提寺大樹寺がありま
す。大樹寺の山門から、岡崎城が遠望できます。岡崎市では、大樹寺の門前から
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岡崎城まで遠望がさえぎられることのないようにして、歴史的な景観を保存して
います。
　　　　　　　　　　．乱　　斜畳言震　　　　　　轟繋
　　　　　　　　　　一繋一…ヴ攣肇讐
矢矧橋　矢矧川にかかる矢矧橋は長大な橋で、端の中央に番所が設けられていま
した。
　　　　　　　　　　蕪欝
池鯉鮒駅　池鯉鮒は、馬市が有名です。馬を商う博労たちの集うようすが描かれ
ています。
　　　　　　　　一一。＿澱一輪晦鍵。・翻撫
熱田神宮　宮は、尾張国熱田神宮のこと。浜辺の鳥居から広大な参道を描いてい
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　274
???，???磨蕪
四日市　四日市、桑名のあいだ富田・おぶけ（小向）は焼き蛤が有名です。充真
院は、旨い物好きで、旅先でさまざまな名物を食しました。
石薬師寺　街道の手前に範頼社、義経桜、その向こうに石薬師寺が見えます。
????
??．
…鵡、
?、?．? ???
関地蔵院　俗に「関の地蔵」といわれ、行基が伊勢神宮参詣の途中、自作の地蔵
菩薩を安置したことに始まるといわれます。近くの宿場に、東海道屈指の大本陣・
大竹屋本陣をはじめ旅籠屋が軒を連ね、街並みの賑わいから、「関の山」（もうそ
れ以上望めないこと）の言葉が生まれました。地蔵院あたりに、充真院が食した
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と同じ菓子を製造販売している店があります。
鈴鹿社　鈴鹿峠は、古来、箱根峠とともに東海道の難所の一っで，図は鈴鹿社の
鳥鰍図です。山道は心細いものですが、充真院は連れの者を励ますために、たま
たま追い越していった旅人がつまずいて、カエルのように大の字に転がったのを
見て、「カエルが出た」とはやし立て、供の者を勇気づけました。カエルは、江戸
に無事に帰るをかけたものです。
?
草津　追分　草津の追分は，東海道と中山道の分岐点。右折すれば東海道、直進
すれば中山道・木曽路に至ります。猿回し一行の猿が標柱にとまり、背負われた
子どもが可愛らしく手を伸ばす場面です。
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?勢田橋　勢田の唐橋といわれ、京への入口に当たる地点です。東国または京へ進
軍する軍勢は、この橋をめぐって争奪戦を繰り広げました。
?
髄
繍
大津　大津は、琵琶湖の南西岸にあり、琵琶湖の水上交通と東海道・北陸道の重
要地点でした。壁にかかる大津絵は、鬼の念仏を描き、道中の土産とされました。
・茎を瀞鑛冨麹
㌃沸ジ蕨灘・－iLEQb
淀　淀の地名は、木津川・宇治川・桂川が合流し水がよどむ所から由来します。図
の左上に、「淀の水車ハ、むかしよりありて耕作のためにす、秀吉公の室淀殿、こ
こに住し給ひしより、城中の用となすなり」とあります。
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　淀川を上下する三十石船の乗客を目当てに、酒や餅等を押し売りする物
売り船（手前の小舟）が往行しました。「酒くらわんか、餅くらわんか」と
いう乱暴な言葉遣いから、俗に「くらわんか船」と呼ばれました。
　三十石船は、伏見の船宿から、「船が出るぞ～、出すそ～、出すそ～」と
いう船頭のかけ声で船出します。やがて夜も更け、船客は旅の疲れで眠り
に落ちる。まもなく船頭は、こんな舟歌なんぞを放吟します。（節をつけ
て）「ヤレー、奈良のなあ大仏さんをよ一、小脇に抱いてよ一、ホイ、お
乳飲ませた、お乳母さんはどんな大きなお乳母さんか、一度対面がしてみ
たいよ～、ヤレサ、ヨイヨイ、ヨーイ。」（拍手）。
　割れんばかりの拍手をありがとうございます。「くらわんか舟」は、大
坂の陣のときに、この地域の住人が徳川家康に有利な取り計らいをしたと
いうことを賞して、「くらわんか舟」の商いを認めることになり、横柄な
商売ぶりが淀川の風物でした。
　場面の奥が淀の水車で、大きい船が三十石船、手前の小舟が「くらわん
か舟」です。その商いぶりについて、充真院は、次のように旅日記にした
ためています。
内藤充真院「五十三次ねむりの合の手」より「くらわんか舟」の商いぶり
　兼て聞及し「くらわんか舟」の様子見度（みたし）と、「来りたらば呼
て、何とかいひて聞せよ」と申付し所、「夜分は多候へども、昼はいか〉」
と申居（もうしおる）所に、向より来る舟、例之舟の由、下（しも）にて
声掛し所、直（じき）に乗居し舟へこぎ付て、なわもてつなぎ、「何くろ
う」と云、「有品（あるしな）は何哉（なにかな）」と尋しかば、「餅も酒も
早ふくらへ」と大こゑ、「いざや来りし」と思て、次へ出（いで）のぞき
見れば、いささかなる箱に串にさしたるあんもちと、へつい様なるものに
釜かけ、徳り持（もち）つけて有、まつ「あん餅を出（いだ）せ」といへ
ば、「餅くらへ」と「どれ程くろう」と何かきたならしくつかみて出（い
だ）し、「サア、くらへ」、又「酒は」と聞ば、「入物（いれもの）を早くよ
こせ」とおうふうに云、茶わんを出し、「サア、是へ」といへば、徳りよ
りつぎて渡し、「早くくらへ」、「外（ほか）に何ぞ酒のさかなが有哉（あ
るかな）」と尋れば、「竹の子のおつゆ」といふは、又おつゆがおかし、其
内、あんもちを一ッたべ見し所、こげくさくいやな匂ひしてあまくもなく、
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ちゃりちゃりと口中に当たる由、ニツとはたべられぬ品と皆々いひて、田
舎の人のいへるには色よく見せんと、其内あんもちを一ッたべ見し所こげ
くさくいやな匂ひしてあまくもなくちやり》と口中（こうちゅう）に当た
る由、ニツとはたへられぬ品と皆々いひて、田舎の人のいへるには色よく
見せんと、けし墨を入て祭にあきなふといへるを聞し事有が、是も此（こ
の）やう成事（なること）にてもあらん（と）云、舟人はむしゃうと「く
らへくらへ」と云、皆尋し計にてたべぬ故、少しはら立ていろいろいわせ
置、いやいやといふに、ぶつぶついひて行すぎ、其内、歌事はいねぶりし
て少しも知ず居（おり）しまま、「おいしきあん餅有ゆへたべよ」とおこ
しければ、「有難」とて直に一くしたべ終て、「風味いかが」と尋しかば、
「至極おいし」といふは、まだねむけさめぬ故と、皆々笑ひ、めざめし哉
（かな）、「何を皆笑ふ」といへるにて、猶々一座の物、けふの淋し（さみ
し）を取りかへしたるといふ
　身分が高い元大名夫人ですので、くらわんか舟の商いに自分みずから声
はかけられないわけです。ですから、同行の者に「おまえたちが何か言っ
て、それを私に聞かせよ」と言っています。「例の舟の由」は、例のくらわ
んか舟だそうで、「下にて」は、下座の者というような意味です。かぎ括
弧内は、くらわんか舟の商人の言葉です。どんな品があるのかと尋ねたと
ころ、「餅も酒も早く食らえ」と大声で答えた様子をご想像ください。い
ざ来たなと思って、奥まったところにいた充真院は、もっと前のほうの場
所へ出てのぞいて見たところ、粗末な箱に串に刺したあんもちと、へっっ
いですから、かまどのことですが、図面でくらわんか舟の真ん中にあるの
が、へっついと思われます。その上にお釜をかけて、中に徳利が温めてあ
りました。
　「おうふう」は、横柄に言うということで、漢字で書くと「大風」とな
ります。傲慢な様子で入れ物を早くよこせと言った。茶碗を出して注ぐよ
うにいうと、徳利から注いで、早く飲めといわれました。つぎは、おわか
りになりますか。何か酒のさかながあるかと尋ねたところ、「竹の子のつ
ゆじゃ、早よう食らえ」とか言われると充真院は予測したのでしょう。と
ころが、つゆに「お」をつけて「竹の子のおっゆ」と答えたのがおかしい
ということです。あんこを色よく見せようと、消し炭を混ぜて上等のあん
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こに偽装した笛餅を売りつけたりして、むやみやたらと、「くらへ、くら
へ」と言う。けれども、粗悪な品々に手を出しかねている舟客にいきり立
ち、ぶつぶつ不平を漏らしている感じが窺えます。想像をたくましくすれ
ば、「けちな客やな」とか、「銭持っておらんのか」とか、「何か買う物が
あるやろう」とか、不満たらたらな様子が眼に浮かぶようです。
　くらわんか船が漕ぎ去ったあと、充真院の視点は船内に戻り、お付きの
中の歌（うた）という女性が、居眠りしているのが眼に留まりました。い
たずら心を起こした充真院は、歌を起こして、くだんの館餅を食べさせた
ところ、歌が、すごく美味しいと答えたので、まだ味覚が眠っちゃってい
るのねと、一同爆笑しました。ようやく目覚めたらしい歌は、何を笑うの
といったので、一同は今日のもの寂しさを吹き飛ばすことができた。この
ような文脈です。
　話はようやくここにたどり着いて、落ちとなりますが、落語家の6代目
三遊亭圓生師匠は、名人として知られました。圓生師匠の「三十石」とい
う演目の中に、さきほど読んだ充真院が「くらわんか舟」に遭遇した状況
とそっくりの語りがあります。
　さて、講演の前半は、古文書を題材に、人相書の実物はどんなものだっ
たのか、町奉行所の裁きはどうだったのか、後半は、大名夫人の旅はどう
だったのか、ということについてご聴講いただいてまいりましたが、最後
に圓生師匠の「三十石」から、淀川を下る三十石船と「くらわんか舟」の
遭遇の場面をお聞きいただきまして、この話を閉じさせていただきたいと
存じます。（六代目三遊亭圓生「三十石」より：約2分間省略）
　このまま圓生師匠の名演をお聞きになりたいこととは存じますが、もし
中央図書館にテープがあれば、ぜひ貸出を受けて、続きをお楽しみいただ
ければ幸いです。
　皆様には、長時間どうもありがとうございました。（拍手）
（法学博士　法史学専攻）
【質疑応答】
司会　伊能先生、どうもありがとうございました、
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　実は、明治大学駿河台校舎に立派な博物館があります。そこにいろいろ
な刑具の展示があります。刑具のすみのほうに、濡れタオルがたくさんあ
りまして（笑）、ぜひ先ほど実演していただきましたのを試してください。
というのは冗談ですけれども、刑事博物の展示がたくさんありますので、
ぜひ駿河台の博物館に来ていただいて、きょうお話しいただいたことの一
端を目で見て、確認していただきたいと思います。
　質疑応答をしたかったのですけれども、時間がないですね。お一人くら
いならいいですか。大変おもしろいお話がたくさんございましたので、お
一人、何か聞いておきたいことがありましたら、あるいはわからないこと
がありましたら手を挙げて、お願いします。
質間者　きょうはとても楽しいお話をありがとうございました。
　庄三郎の判決に「所払申付之」、「所払」というのは何だろうな、と思っ
ておりましたので、お願いいたします。
伊能　所払は、江戸の市民ならば、居住地からの追放です。地方の人は、
その村より追放するという刑罰です。例えば、人別帳という戸籍類似の帳
簿に記載がない寄宿人とか、離縁した妻に離縁状を渡さないで後妻を呼ん
だ男などが、所払という刑罰になりました。
　江戸時代には、追放刑が数種類あり、一番軽いのが、奉行所の門前から
早々に立ち去れと追い払う「門前払」、その上が「所払」、それから「江戸
払」、「江戸十里四方追放」、「軽追放」、「中追放」、「重追放」、一番重い追
放刑が「遠島」というように、複雑でわかりにくい刑罰制度でした。
司会　これにて終了ですが、本日の講演会の運営スダッフを紹介します。
杉並区立中央図書館スタッフの皆様、女子美術大学図書館スタッフの方、
高千穂大学図書館の方、東京立正短期大学図書館の方、立教女学院短期大
学図書館の方、最後に私と畑野繭子は、明治大学和泉図書館のスタッフ
です。
　本日はどうもありがとうございました。（拍手）
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